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村の人口 
世帯数 
男 
女 
計 

2,162世帯 

3,246人　 

3,410人　 

6,656人　 

－2 

－3 

＋4 

＋1

平成18年12月末現在 

お誕生おめでとうございます。 

新野　心和 女 

男 

女 

男 

女 

女 

男 

女 

H18.12.3 

H18.12.12 

H18.12.14 

H18.12.22 

H18.12.25 

H18.12.28 

H19.1.2 

H19.1.2

坂本　俊光（65） 

大塚　良孝（84） 

平野カツミ（96） 

橋本　誠一（86） 

堀田　梅子（83） 

故人名（年齢） 

坂本チズル 

大塚美代子 

吉田　良子 

橋本　トメ 

堀田　　　 

遺族氏名 

馬　場 

万　徳 

布　田 

秋　田 

秋　田 

地区名 

新野功一朗 

坂本　英和 

白本　真仁 

西村　　太 

山口　誠一 

渡邉　裕和 

柿田　隆弘 

坂口　奉弘 

前　鶴 

大切畑 

布　田 

瓜生迫 

大切畑 

布　田 

多々良 

小　森 

出生児名 性別 生年月日 保護者 地区名 
にい の ここ な 

白本　千陽 

坂本　早駿 
さかもと そうしゅん 

ち よう しら もと 

西村　武流 
たけ る にしむら 

平成19年１月15日現在 

平成19年１月15日現在 

ごみは、燃：燃えるごみ／粗：粗大ごみ／缶：空き缶、空きビン／ガ：ガラス、せともの 
雑：雑誌、チラシ／新：新聞紙／ペ：ペットボトル／白：牛乳パック、白色トレイ 

　万徳地区のどんどやです。残
り火で鏡もちを焼いて食べると
病気をしないという言い伝えに
習い、たくさんのもちが工夫を
凝らして焼かれていました。 

竹 

高齢者への理解と尊厳 

教育委員長あいさつ 

国民年金・スポーツ安全保険 

確定申告が始まります 

こんにちは住民課です 

おひさま通信 

シリーズ防災（No16　避難の心得①） 

ホッとＮＥＷＳ 

いのちの教育 

今月の情報【2月号】 

社協便り 

…8 

…9 

…10 

…12 

…14 

…15 

 

…16 

…17 

…18 

…20
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…4News & Topics

第23回阿蘇の火まつり 

むらのわだいむらのわだい むらのわだい 
西原村成人式、西原村消防団出初め式 
阿蘇郡市民マラソン大会、旭日単光章受章 
河原小赤い羽根共同募金、全国高校ラグビー大会 
西原中強歩会、にしはら保育園発表会 
山西小４年もちつき、西原中１年キャンドルシェード製作 

曜日 備考 行事／暦 
２　月 

３　月 

日 

西原村の今月の行事は、下記のようになっています。 

木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
 
 
 
 
 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 

新 
燃 
 
 
燃 
缶 
白 
 
燃 
 
 
燃 
ガ 
ペ 
 
燃 
 
 
燃 
缶 
 
 
燃 
 
 
燃 
缶 
 
 
 
 
 
 
雑 
燃 
 
 
燃 
缶 
 
 
燃 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
 
 
 
 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

むらの月暦 

2

3

 
 
冬あかり（馬頭公園） 
 
 
 
 
３歳児健診（改善センター） 
 
　　 
 
西原中学校体育館開館式 
母子手帳発行ｐｍ 
ＥＭ配布日 
三種混合予防接種（改善センター） 
 
 
村内一周ウォーキング 
 
 
 
ひよこ学級ｐｍ（改善センター） 
西原中学校体育館落成式 
 
のぎくまつり 
母子手帳発行ｐｍ 
　 
ＥＭ配布日　寿生大学 

建国記念の日 

国民健康保険税第10期納期限 
介護保険料第6期納期限 

期間  ２月16日～３月15日 
会場    役場２階大会議室 
受付時間   ８時30分～11時 
              13時～16時 

山口　莉央 
やまぐち り お 

柿田　祥汰 

渡邉　花音 
わたなべ か のん 

しょうた かき だ 

坂口　瑠珈 
る か さかぐち 

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動 

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動 

確定申告 
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火 火 火 阿蘇の 阿蘇の 阿蘇の まつり まつり まつり 

　例年３月に、日本の春を告げる「阿蘇の火まつり」が阿蘇一帯
で開催されます。 
　「阿蘇の火まつり」は、今回で第23回を迎え、来る３月17日
（土曜日）には「阿蘇の大火文字焼き」が、阿蘇市内牧にある阿
蘇市総合センターイベント広場特設会場において開催されます。 
　そのメイン会場では、数々のイベントが予定されており、その
中で皆さんの参加が募られます。一緒にまつりを盛り上げ、楽し
みませんか！是非ご参加ください。 
　当日は、午前10時～午後７時30分まで開催される予定で、「阿
蘇の大火文字焼き」は午後７時からの点火、花火は午後７時30
分から打ち上げられる予定です。 

※その他、会場では阿蘇郡市内の特産市（暖かい食べ物も準備します。）や阿蘇森林組合より販売並びに木
工教室（予定）、阿蘇郡市内子ども郷土芸能団体による出演、ＦＭＫシガキマサキ黄昏フリークライブも
予定されています。 

山ノ神まつり 
３月中旬～下旬 
14:00～20:30（天候に
より変更あり） 
俵山交流館「萌の里」及
び俵山山麓（西原村） 
問：096-279-3111

第19回新酒とふるさとの
味まつり 
３月18日（日） 
12:00～15:00 
高森町観光交流センター
（高森町） 
問：0967-62-2233

火振り神事 
３月15日（木） 
18:00～20:00 
（雨天決行） 
阿蘇神社（阿蘇市一の宮） 
問：0967-22-3111

神楽とそば手打ち体験交流 
３月25日（日） 
10:00～14:00（天候に
より神楽は中止あり） 
道の駅波野「神楽苑」（阿
蘇市波野） 
問：0967-22-3111

うぶやまグルメフェア 
３月24日（土） 
10:00～15:00 
うぶやま牧場（産山村） 
問：0967-25-2211

問合せ先 
阿蘇の火まつり実行委員
会事務局 
（阿蘇広域行政事務組合
　総務課企画係内） 
　：0967－24－5117 
　：http://www.aso.ne.jp/̃ 
　：koiki

第10回南阿蘇桜さくら植
木まつり 
3月28日～4月15日 
（桜の開花状況により変
更あり） 
一心行の大桜周辺（南阿
蘇村） 
問：0967-67-1111

HP

「赤ちゃんハイハイ競争」(賞品あり) 
 　時　間　：午前10時から（予定） 
　募集期間：３月17日の当日まで　 

「阿蘇ご当地検定グランプリ（仮）」(賞品あり)

　時　間　：午後４時から（予定） 
　募集期間：３月17日の当日まで　 

「気持ちはヤング！親父バンド」大集合 

　時　間　：午後１時から（予定） 

　参加資格：アマチュア以上、プロ未満。 

　　　　　　40歳以上～どこまでも 

　参加団体数：約７団体（阿蘇郡市内、在住の方） 

　募集期間：３月２日（金曜日）まで　 

「内牧案内人（ガイド）による周辺散策ツアー」 

　参加料　：１人1,000円 

　募集期間：３月２日（金曜日）まで 

　午前・午後に１回ごと 

　「２時間コース」 

　（限定－各30名まで） 
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西原村成人式 平成19年 

感謝の気持ちを忘れず　立派な社会人に 

96人の新成人誕生 

　
１
月
７
日
、
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

来
賓
に
村
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
社
会

教
育
委
員
や
小
中
学
校
の
恩
師
な
ど
を

迎
え
て
、
平
成
19
年
西
原
村
成
人
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
西
原
村
で
成

人
を
迎
え
た
の
は
96
人
で
す
。 

　
開
会
前
に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

っ
て
小
中
学
校
時
代
の
写
真
が
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、
成
人
者
は

恥
ず
か
し
さ
と
懐
か
し
さ
が
い
っ
ぱ
い

の
様
子
で
、
時
お
り
歓
声
を
あ
げ
な
が

ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
国
歌

斉
唱
の
後
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
が
成

人
者
一
人
ひ
と
り
の
氏
名
を
読
み
上
げ
、

成
人
者
を
代
表
し
て
菅
野
実
希
さ
ん
に
、

加
藤
村
長
か
ら
成
人
証
書
お
よ
び
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、

加
藤
村
長
が
「
村
を
見
守
り
な
が
ら
時

に
は
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
、
是
非

村
づ
く
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
周

囲
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
義
務
と
責
任

を
し
っ
か
り
心
に
刻
ん
で
生
き
て
い
っ

て
ほ
し
い
。」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。
ま
た
、
樋
口
洋
平
さ
ん
が
、「
社

会
人
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
、
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
一
つ
ひ
と
つ
の

試
練
を
乗
り
越
え
、
立
派
な
社
会
人
の

一
員
と
な
る
べ
く
、
最
善
を
つ
く
す
こ

と
を
誓
い
ま
す
。」
と
成
人
者
代
表
誓

い
の
言
葉
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。 

　
式
後
は
、
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
や
旧
友
と
の
思
い
出
話
で
盛
り
上
が

り
、
晴
れ
姿
を
次
々
に
写
真
に
収
め
る

光
景
が
み
ら
れ
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
学

校
を
卒
業
す
る
際
に
思
い
出
の
品
を
入

れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
も
開
封
さ
れ
、

そ
の
前
で
記
念
撮
影
を
す
る
成
人
者
の

姿
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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西
原
村
消
防
団
出
初
め
式

西
原
村
消
防
団
出
初
め
式 
西
原
村
消
防
団
出
初
め
式

西
原
村
消
防
団
出
初
め
式 
西
原
村
消
防
団
出
初
め
式 

村
民
の
安
全
は
我
々
が
守
る 

平成19年 

分
団
旗
新
調
、決
意
も
新
た
に
！ 

５
つ
の
分
団
に
新
た
な
旗 

　
１
月
12
日
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
加

藤
村
長
か
ら
新
た
な
分
団
旗
が
、
１
分
団

（
鳥
子
嘱
託
管
轄
）
４
分
団
（
布
田
・
高

遊
嘱
託
管
轄
）
５
分
団
（
谷
嘱
託
管
轄
）

７
分
団
（
下
あ
げ
嘱
託
管
轄
）
８
分
団
（
役

場
）
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
分
団

旗
は
各
分
団
が
所
有
す
る
旗
の
老
朽
化
に

伴
い
新
調
し
た
も
の
で
す
。 

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
14
日
、
平
成
19

年
西
原
村
消
防
団
出
初
め
式
が
、
多
く
の

来
賓
を
迎
え
て
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。 

　
東
義
秋
団
長
以
下
２
０
２
人
の
団
員
と

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
23
台
が
出
動
し

た
式
で
は
、
加
藤
村
長
か
ら
「
い
つ
ど
の

よ
う
な
災
害
が
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な

い
。
東
団
長
の
も
と
一
致
団
結
し
て
西
原

村
の
安
全
は
我
々
が
守
る
と
い
う
思
い
で

消
防
活
動
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。」
と
式

辞
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
幹
部
の
指

揮
の
も
と
、
村
民
の
生
命
・
財
産
を
守
っ

て
ほ
し
い
。」
と
東
団
長
が
訓
辞
を
行
い

ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
に
し
は
ら
保
育
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
通
常
点
検
演
技
で
、
園

児
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
防
火
の
誓
い

を
宣
誓
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
機
械
器

具
整
備
審
査
や
通
常
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら
、
園
児
や

式
典
参
加
者
な
ど
に
温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
が

ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
団
員
は

分
列
行
進
の
あ
と
、

下
小
森
堤
に
移
動
。

全
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
に
よ
る
一
斉

放
水
を
行
い
、
盛
会

な
う
ち
に
式
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 

　
各
種
表
彰
、
機
械

器
具
整
備
審
査
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

（
敬
称
略
、（
　）
内

の
数
字
は
分
団
名
） 

【
退
職
団
員
の
部
】 

◇
消
防
庁
長
官
表
彰 

１
号
銀
杯
〔
元
団
員
在
職
期
間
25
年
以
上
〕 

　
緒
方
澄
男
（
１
）
　
東
　
厚
（
６
） 

２
号
銀
杯
〔
元
団
員
在
職
期
間
15
年
以
上
〕 

　
加
藤
清
隆
（
２
）
　
山
口
清
隆
（
３
） 

　
須
藤
　
博
（
８
） 

◇
熊
本
県
消
防
協
会
阿
蘇
支
部
長 

勤
続
章
〔
元
団
員
歴
25
年
以
上
〕 

　
高
本
孝
嗣
（
１
）
　
竹
口
幸
宏
（
１
） 

◇
村
長
表
彰 

〔
元
団
員
在
職
期
間
10
年
以
上
〕 

　
南
利
輝
雄
（
２
）
　
高
本
喜
平
（
２
） 

　
東
　
智
幸
（
２
）
　
山
口
光
明
（
３
） 

　
松
崎
祐
二
（
４
）
　
西
田
慎
也
（
４
） 

　
河
上
時
夫
（
６
）
※
通
算
27
年 

【
現
団
員
の
部
】 

◇
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰 

功
績
章
〔
団
員
歴
20
年
以
上
〕 

　
坂
本
裕
二
（
２
）
　
久
野
雄
司
（
３
） 

　
坂
本
雄
二
（
３
）
　
中
村
芳
彦
（
３
） 

　
山
崎
久
信
（
５
）
　
松
下
公
夫
（
８
） 

勤
績
章
〔
団
員
歴
15
年
以
上
〕 

　
日
置
通
也
（
１
）
　
坂
本
隆
文
（
２
） 

　
荒
木
一
精
（
２
）
　
首
藤
　
誠
（
４
） 

　
緒
方
宏
信
（
５
）
　
中
村
幸
治
（
７
） 

　
吉
井
　
誠
（
８
） 

◇
熊
本
県
消
防
協
会
阿
蘇
支
部
長 

勤
続
章
〔
団
員
歴
25
年
以
上
〕 

　
小
城
義
明
（
３
）
　
津
留
敏
郎
（
６
） 

　
中
村
勝
行
（
６
）
　
山
隈
輝
晃
（
６
） 

◇
村
長
表
彰
（
分
団
推
薦
） 

　
山
下
茂
樹
（
２
）
　
新
川
誠
也
（
２
） 

　
山
口
誠
一
（
２
）
　
内
田
一
博
（
４
） 

　
松
本
健
一
（
４
）
　
村
上
文
英
（
５
） 

　
坂
田
義
宏
（
６
） 

【
機
械
器
具
整
備
審
査
成
績
】 

　
第
１
位
　
第
４
分
団
１
班 

　
第
２
位
　
第
５
分
団
２
班 

　
第
３
位
　
第
４
分
団
３
班 
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　1月13日、阿蘇市内牧の阿蘇体育館をスタート・ゴールに

第32回阿蘇郡市民マラソン大会が開かれました。今大会の

中学・高校・一般女子の部（３km）で、西原中学校３年の

那須久身依選手が、昨年に続き見事優勝を果たしました。 

　那須選手は受験控えて多忙ながら、部活を引退したあとも

走り込みは欠かさないとのこと。１月28日に開催される熊

日郡市対抗女子駅伝のメンバーにも３年連続で選ばれ、「チ

ームの力になれるようがんばりたい。」と今後の抱負を語っ

てくれました。 

　西原村議会議員として多年にわたり活躍され、昨年９月

に急逝された内田昭治さん（上布田）が旭日単光章（特別

叙勲）を受章され、12月21日、ご遺族の内田イツ子さんに

役場応接室において熊本県秘書課長より伝達されました。 

　故内田氏は、村議会議員や監査委員として、平成４年９

月から３期12年にわたり在職し、地方自治の本旨に基づき、

卓越した識見と鋭い政治感覚をもって、民主的にして能率

的な行政の進展とその運営に寄与し、地方行政の発展にご

尽力いただきました。その功績が認められ、今回の受章と

なりました。 

　12月27日、大阪府東大阪市の花園ラグビー場で、第86回全国

高等学校ラグビーフットボール大会が開幕。１回戦に熊本工業高

校が登場し、強豪の千葉県流通経済大学附属柏高校と対戦しまし

た。この試合に西原村から、３年の村上卓也選手（河原団地）、

海東翔選手（土林）、樋口拓郎選手（土林）が出場しました。 

　熊本工は前半すぐに先制を許すも、樋口選手が相手ディフェン

スの間を抜けトライし、ゴールも決まって逆転に成功。しかし、

残念ながらその後は次々にトライを奪われ、熊本工は７対43で

敗れましたが、試合後の３人は、悔しいながらも達成感あふれる

表情をのぞかせていました。 

阿蘇郡市民マラソン大会 

連
覇
を
遂
げ
た
那
須
選
手 

▲
 

　12月21日に、河原小学校５年生と緑化ボランティア委員

会の代表４人が、西原村社会福祉協議会を訪れました。昨

年の総合的な学習の時間に、自分たちの手で田植えをして

収穫したもち米を河原フェスタで販売した売上金と学校で

集めた募金を赤い羽根共同募金に寄付するためです。 

　児童は、「村の福祉に役立ててください。」と募金を同協

議会職員に手渡したあと、「募金は熊本県共同募金会へ送金

したあと、次年度に村の福祉活動のために配分されます。

募金がどのように使われたのかをまたお知らせします。」と

いう職員の説明にうなずきながら聞き入っていました。 

河原小学校児童 

募
金
を
手
渡
す
河
原
小
児
童 

▲
 

元村議会議員　故内田昭治氏 

全国高校ラグビー大会 

伝
達
式
に
て
記
念
撮
影 

▲
 

▲左から海東選手、樋口選手、村上選手 
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　好天に恵まれた12月16日、西原中学校で強歩会が開催され

ました。以前も行われていましたが、再び開かれるようにな

って今年で２回目。保護者や地域の方の協力のもと、学校を

スタート・ゴールに、河原小学校前～阿蘇ミルク牧場前～名

ヶ迫交差点～のぎく荘前を通過する約18ｋｍのコースに全校

生徒が挑みました。 

　開会式では、　田亜樹生徒会長から「最後まであきらめず

に楽しんでがんばりましょう。」とあいさつがあり、５分おき

に学年男女別に出発して正午過ぎには全員無事にゴールしま

した。中学時代の大切な思い出がまた一つ増えたことでしょう。 

西原中学校強歩会 

３
年
生
男
子
の
ス
タ
ー
ト 

▲
 

　山西小学校４年生が12月15日に、保護者や地域の方々と一

緒にもちつきに挑戦しました。最近、家庭ではあまり見かけ

なくなったもちつきですが、昨年の総合的な学習の時間に、

育てて収穫したもち米を杵と石臼を用いてつきました。 

　児童たちは、重たい杵を力いっぱい振り下ろして交代でも

ちをついたり、もちとり粉で顔まで白くしながらもちを丸め

たりしていました。つきあがったもちは、自分たちで味わい、

のぎく荘などの日ごろお世話になっているところへも届けら

れました。 

山西小４年生もちつき 

も
ち
を
つ
く
児
童
た
ち 

▲
 

　このほど西原中学校１年生が、毎年２月に馬頭公園で開

催される「冬あかり」に使用するキャンドルシェードの製

作に取り組みました。現在、イベントでは約2600個のシェ

ードに光が灯されていますが、例年同中学校１年生が製作

に協力しており、その数を増やしています。 

　生徒たちは主催者である商工会員の方々の協力のもと、

延ばした粘土に型抜きをしたり、字を刻んだりしてそれぞ

れにデザインしたあと、一升瓶に巻き付けて形を整え、飾

りつけを行いました。約４週間乾燥させたあと、内側に色

付けし、ニスをぬって完成。今年の「冬あかり」にさっそ

く生徒たちの力作がお目見えします。 

西原中１年生シェードづくり 

製
作
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち 

▲
 

　12月16日、第４回にしはら保育園発表会が開催されま

した。例年２月の下旬に開催されていましたが、行事の見

直しにより、今年度から12月に開催される運びとなりま

した。 

　会場内に入りきれないほどのたくさんのお客さんを前に、

ステージ衣装を身にまとい登場した園児は緊張して泣いて

しまったり、笑顔で手をふったりと個性豊かな表情をみせ、

それぞれにこの日に向けて練習してきた歌や踊り、劇など

を発表していました。園児たちの一生懸命な姿に会場内か

らは盛んに暖かい拍手が送られていました。 

にしはら保育園発表会 

年
長
児
に
よ
る 

「
に
し
は
ら
仲
良
し
太
鼓
」 

▲
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ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
虐
待
③ 

高
齢
者
へ
の
理
解
と
尊
厳 

３月１日（木）～３月７日（水） 
春季全国火災予防運動 春季全国火災予防運動 

　
高
齢
者
虐
待
防
止
法
が
平
成
18
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法

律
に
基
づ
き
、
高
齢
者
へ
の
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるにあたり、火

災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の発生を防止し、死傷事故や

財産の損失を防ぐことを目的とし、高齢者等を中心とする死者の発生を大

幅に減少させることを目指して、全国一斉に実施されるものです。 

あわせて、「山火事予防運動」「車両火災予防運動」も実施されます。 

家庭や地域ぐるみで火の用心に心がけましょう。 
西原村消防団　　 
高遊原南消防本部 

高
齢
者
虐
待
と
は 

　
高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
が
、

家
庭
に
お
け
る
養
護
者
、
又
は
施
設

等
の
職
員
か
ら
受
け
る
次
の
よ
う
な

類
型
の
虐
待
を
い
い
ま
す
。 

①
身
体
的
虐
待
（
暴
行
） 

②
養
護
を
著
し
く
怠
る
こ
と
（
ネ
グ

レ
ク
ト
） 

③
心
理
的
虐
待
（
著
し
い
心
理
的
外

傷
を
与
え
る
言
動
） 

④
性
的
虐
待 

⑤
経
済
的
虐
待
（
財
産
の
不
当
処
分

や
不
当
に
財
産
上
の
利
益
を
得
る

こ
と
） 

 

虐
待
に
対
し
て 

家
庭
に
お
け
る
養
護
者
に
よ
る
高
齢

者
虐
待
へ
の
対
応 

①
市
町
村
へ
の
通
報 

　
高
齢
者
の
生
命
又
は
身
体
に
重
大

な
危
険
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
市

町
村
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
場
合
で
も
市
町

村
に
通
報
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

②
市
町
村
の
対
応 

・
高
齢
者
及
び
養
護
者
に
対
す
る
相

談
、
指
導
、
助
言
。 

・
通
報
の
事
実
確
認
。 

・
生
命
又
は
身
体
に
重
大
な
危
険
が

生
じ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
高
齢
者

の
一
時
保
護
措
置
。 

・
生
命
又
は
身
体
に
重
大
な
危
険
が

生
じ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
の

立
入
調
査
（
警
察
署
長
へ
の
援
助
）

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

施
設
等
の
職
員
に
よ
る
高
齢
者
虐
待

へ
の
対
応 

①
市
町
村
へ
の
通
報 

　
施
設
等
の
職
員
は
、
業
務
に
従
事

し
て
い
る
施
設
等
で
虐
待
を
受
け
た

高
齢
者
を
発
見
し
た
場
合
は
、
市
町

村
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
場
合
で
も
、
高

齢
者
の
生
命
又
は
身
体
に
重
大
な
危

険
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、
市
町
村

に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

②
市
町
村
又
は
都
道
府
県
の
対
応 

・
通
報
を
受
け
た
市
町
村
は
、
都
道

府
県
に
報
告
す
る
。 

・
市
町
村
又
は
都
道
府
県
は
、
老
人

福
祉
法
又
は
介
護
保
険
法
に
よ
る

監
督
権
限
（
立
入
調
査
等
）
を
行

使
す
る
。 

 
　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
い

ま
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
高
齢
者

に
対
し
て
理
解
と
尊
厳
の
意
識
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

【
高
齢
者
の
虐
待
や
高
齢
者
に
関
す

る
相
談
・
連
絡
先
】 

役
場
住
民
課
健
康
福
祉
係 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
２
７
９
‐
４
３
９
７ 

消さないで あなたの心の 注意の火 消さないで あなたの心の 注意の火 
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　国における公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の施行に基づき、
次のとおり入札契約（対象額250万以上の工事等）に係る情報を公開します。 

　前教育委員長の退任に伴い、
平成18年11月26日付けで、
教育委員の西岡哲也さんが教
育委員長として選任されました。 

　
こ
の
度
、
教
育
委
員
長
に
な
り
ま

し
た
西
岡
で
す
。
７
年
に
わ
た
り
ご

活
躍
頂
き
ま
し
た
前
堀
田
委
員
長
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
な
が
ら
、

皆
様
に
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
今
、
毎
日
の
よ
う
に
マ
ス

コ
ミ
を
騒
が
せ
て
い
る
子
ど
も
の
い

じ
め
や
不
登
校
、
自
殺
、
児
童
虐
待

等
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
当
に
心
が

痛
む
思
い
で
す
。
文
部
科
学
省
も
教

育
基
本
法
の
改
正
を
受
け
て
、
具
体

策
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

の
ヤ
ラ
セ
問
題
や
、
知
事
を
は
じ
め

と
す
る
公
務
の
職
に
つ
い
て
い
る
人

の
汚
職
、
公
務
員
の
裏
金
問
題
等
も

次
か
ら
次
に
報
道
さ
れ
て
誠
に
腹
立

た
し
い
思
い
で
す
。 

　「
子
ど
も
は
親
の
背
中
を
見
て
育
つ
」

と
言
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
子
ど
も

に
対
し
恥
ず
か
し
く
て
指
導
ど
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
こ
ん

な
日
本
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
憂
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
教
育
改
革
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
先
生
方
は
毎
日
一
生
懸
命
子
ど

も
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
が
、
今
一
度
す
べ
て
の
大
人
（
親
）

が
反
省
し
て
、
あ
た
り
前
の
事
を
あ

た
り
前
に
行
動
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
の
教
育
は
家
庭
が
一
番
重

要
で
す
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が

仲
良
く
、
笑
い
が
あ
り
、
会
話
の
あ

る
家
庭
で
あ
っ
た
ら
、
子
ど
も
は
素

直
に
育
つ
も
の
で
す
。
家
庭
で
何
か

小
さ
な
良
い
事
や
小
さ
な
喜
び
を
み

つ
け
、
今
日
も
良
い
一
日
だ
っ
た
と

思
っ
て
皆
で
感
謝
す
れ
ば
、
明
日
も

き
っ
と
良
い
日
が
訪
れ
る
と
思
い
ま

す
。
人
様
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

仲
の
良
い
家
庭
づ
く
り
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
学
校
給
食
費
の
滞
納
問
題

も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
国
で

は
も
の
す
ご
い
金
額
と
な
っ
て
お
り

残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
人
様
に
も

公
に
も
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
ま
せ

ん
。「
あ
た
り
前
」
の
事
で
す
。
日
本

全
体
の
将
来
の
方
向
性
が
大
変
心
配

で
す
。 

　
将
来
の
日
本
、
西
原
村
を
背
負
う

子
ど
も
に
対
す
る
悪
い
手
本
は
、
大

人
が
襟
を
正
し
て
直
し
、
良
い
手
本

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
私
自
身
、
人
格
や
知
識
の
面

に
お
い
て
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は

あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
様
を
は
じ

め
関
係
者
皆
様
の
ご
指
導
ご
助
言
を

頂
き
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。 

教育委員長 
あいさつ 
教育委員長 
あいさつ 

西岡 哲也教育委員長 

西原中学校校舎耐震診断調査業務委託 
村道万徳新所線配水管布設工事 
中園 道路 農地等災害復旧工事 
馬場平 道路 農地等災害復旧工事 
高遊地区 単県農業農村整備南郷往還水路改修工事 
高遊6号線道路側溝改良工事 
日向上の原線道路改良工事 
小野猿帰線局部改良工事 
堀切出の口線路肩改修工事 
葛目川河川災害復旧工事 
古閑地区農道環境整備事業交差点改良工事 
古閑地区農道環境整備事業交差点舗装工事 
旧門出保育園解体工事 

㈱太宏設計事務所 
日置工業㈱ 
中村建設 
中村建設 
日置工業㈱ 
㈲ミタ建設 
國友建設㈱ 
㈲野田建設 
藤川建設㈱ 
㈱下村組 
山西建設 
日置工業㈱ 
㈱河原建設 

11月20日 
11月20日 
11月20日 
11月20日 
11月20日 
11月20日 
11月20日 
11月20日 
11月20日 
11月20日 
11月20日 
11月20日 
12月19日 

入札日（H18） 工事（業務）名 

公共工事等 
入札結果公表 
公共工事等 
入札結果公表 

3,641,400 
6,676,799 
2,730,000 
5,745,600 
7,433,599 
4,028,799 
9,660,000 
6,058,500 
4,357,500 
4,696,000 
7,649,250 
4,162,400 
4,882,500

落札金額 （円） 落札業者名 



【問合せ先】西原村教育委員会　　279‐4424 
　　　　　　スポーツ安全協会熊本県支部　　213‐9015

３月から受付開始 

10

～ 成人されたみなさまへ ～ 

　今年度20歳を迎えられた皆さん、ご成人おめでとうございます。 
　20歳になると、大人としてさまざまな「権利」を得るのと同時に、いくつかの｢義務｣が発
生します。国民年金制度への加入と保険料の負担は、その義務の一つです。 

　既に会社員や公務員になっていらっしゃる方、ご
結婚されて会社員等の扶養になっていらっしゃる方
以外は、20歳になったら、住民票のある市町村役場
の国民年金担当窓口で国民年金加入手続きを行って
ください。 
　手続きから２～３週間程度でご自宅に年金手帳が
届きます。今後様々な手続きに必要となりますので、
大切に保管してください。 

　加入して万一のケガや賠償責任に備え
ましょう。 
◆「AW」における個人練習、活動中の傷
害保険事故の場合、日射・熱射病及び
細菌性食中毒は対象となりません。 
◆・「子どもと一緒にスポーツ活動を行う
大人」とは、子どもへの実技･理論指導･
その他補助などを行う高校生以上の
生徒、学生、社会人などをいいます。 
・「子どもと一緒にスポーツ活動を行わ
ない大人」とは、子どもの団体活動
の支援として、団体員の送迎、応援、
活動の準備･後片付けのみを行う高校
生以上の生徒、学生、社会人をいい
ます。 

保険期間 
３月中に申込みの場合 
　平成１9年４月1日～ 

平成20年３月31日まで 
４月１日以降に申込みの場 
　掛金を振込んだ日の翌日～ 

平成20年３月31日まで 

Ｑ．20歳になるけど届出が必要なの？ 

　所得がないとか少ないなどの場合は、保険料の免
除制度が利用できます。また、20歳代については、
世帯主である親と同居していても、本人と配偶者の
所得が一定以下の場合は、納付が猶予されます。 
　猶予の承認期間中も、障害や死亡といった不慮の
事態が生じた時の障害基礎年金や遺族基礎年金の資
格期間対象となり安心です。 

Ｑ．フリーターで収入が少ない場合は 
　　どうしたらいいの？ 

　学生であっても加入しなければなりません。大学
や短大、専修学校等に在学していて、本人の前年度
所得が基準以下であれば、在学中の保険料が猶予さ
れる「学生納付特例制度」があります。納付できな
いときは、必ず申請しましょう。 
　学生納付特例制度は、住所地の市町村役場で、毎
年度手続きが必要です。その際には｢学生証｣の写し
または｢在学証明書｣が必要となります。 

Ｑ．学生でも加入しなければならないの？ 

　国民年金には老後の年金（老齢基礎年金）だけで
はなく、加入中の病気やケガが原因で障害が残った
時の障害基礎年金があります。皆さんも、車に乗っ
たり、スポーツもしますよね。交通事故やケガなどは、
いつ自分の身に起こるかわかりません。 
　そんな時、皆さんの支えるのが障害基礎年金です！
また、万一、一家の働き手が亡くなった時、残され
た家族を支える遺族基礎年金もあります。 

Ｑ．年金って若いときにも関係あるの？ 

（加入区分ごとに５人以上でご加入ください） 
加入区分・掛金・対象範囲 

子
ど
も
の
団
体

 

団
体 

区
分 

対象となる団体 

・中学生以下の子ども 
・スポーツ活動を行わない 
　大人 

団体活動中と 
その往復中 

(学校管理下を除く) 

団体活動中と 
その往復中 

(学校管理下を除く)

団体活動中 
とその往復中 

(学校管理下を除く) 

上記以外の 
個人練習・活動中 
(学校管理下を除く) 

団体活動中と 
その往復中 

(学校管理下を除く)

Ａ 500円 

500円 

1,050円 

1,000円 

1,500円 

1,500円 

9,000円 

800円 

Ａ 

B

C

D

AW

AC

C

・A．AWの子どもと一緒に 
　スポーツ活動を行う大人 
（指導者など） 

・高校生以上のスポーツ 
　活動団体 
　（野外活動･身体運動を含む） 

・高校生以上の 
　　　文化活動団体 

・危険度の高いスポーツ 
　活動 

・老人クラブなどの団体 

・中学生以下の子ども 

対象範囲 掛　金 

大
人
の
団
体

 

スポーツ安全保険 
2007年度 
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熊本県公民館大会で吉田 道雄熊本大学教授の講演を聞いて 
公民館運営審議委員　田島 敬一 

2006.11.29

　
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料

や
賞
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
、
そ
の
年
の
最

後
の
給
料
や
賞
与
の
支
払
時
に
行
な
わ
れ
る
「
年

末
調
整
」
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
か
ら
、

大
部
分
の
給
与
所
得
者
の
方
は
、
改
め
て
確

定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
①
給
与
の
収
入
が
二
千
万
円
を

越
え
る
方
、
②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
各
種
所
得
の
金
額
（
例
え
ば
、
生
命
保
険

契
約
等
に
基
づ
く
一
時
金
を
受
け
取
ら
れ
た

場
合
や
不
動
産
の
貸
付
け
に
よ
る
収
入
が
あ

る
場
合
な
ど
）
の
合
計
が
二
十
万
円
を
越
え

る
方
、
③
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
に
、
①
風
水
害
な
ど
の
災
害
に

遭
わ
れ
た
方
、
②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
わ

れ
た
方
、
③
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
（
購
入
）・

増
改
築
し
、
年
末
に
お
い
て
金
融
機
関
等
か

ら
借
入
金
残
高
の
あ
る
方
な
ど
は
、
確
定
申

告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
申
告
書
作
成
に
当
た
っ
て
お
分
か
り
に
な

ら
な
い
点
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相

談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】
阿
蘇
税
務
署 

　
　
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１ 

教 

行 

 

授の講演は、県立劇場の画面いっぱいにパワ

ーポイントを示しながら、しかも氏がインタ

ーネット上に設けておられるホームページと一体

という誠に立体的･重層的な構成でした。アドレ

スはhttp://www.educ.kumamoto-u.ac.jp/̃yoshida 

　生涯学習の時代と言われて久しい。これを何と

か活発化していく工夫はないかと問題意識をもっ

て講演を聴き、集団力学(グループ･ダイナミクス)

という言葉に出会いました。つまりこれは集団で

学ぶことで、ひとりの百歩より百人の一歩といい

ますが、励ましあいながら楽しい学習を心がける

という、いわば当然過ぎるほど当然なことです。

しかし、言うは易く行なうは難し。 

　例えば、韓国語の学習について考えてみましょ

う。韓国語を習いたいという声を聞き、サークル

を作ろうとして、先生は見つかりました。しかし、

生徒が一定数集まらないと講師謝礼は出せません。

そこで止まってしまい一歩も前に進めないでいま

した。 

　そこに集団力学の理論をあてはめますと、一年

に一回でも先生を囲んで懇親会やピクニック、あ

るいは韓国ドラマを語ろう会を開こうだとか、お

互いが顔を合わせる場を設けることなどやってみ

てもよかったのではないかと。そうすることで、

それまで点の存在だった一人ひとりにお互いの横

のつながりが生まれて、線になり面になるという 

発展が生まれてきたはずではなかったかと。 

　また、もう一つの例を取りますと、囲碁の相手

を探し求めておられる高齢女性がおられたので、

一部の人に呼びかけをしてみたのですが、小学校

を一緒に訪問して校長先生に申入れをするなどの

努力までは怠っていたなと反省させられました。 

 

政書士、ハーモニカの勉強をしたいだとか、

ほんとうに多様な学習意欲をもっている方は

たくさんおられることでしょう。しかし、この指

とまれと呼びかけする場が物理的に、あるいは人

間関係の構築的に保障されているでしょうか。 

　そこに、吉田道雄先生が自ら示しておられるよ

うに、多面的な情報伝達の手段を効果的に活用す

ることが必要ではないかと思いました。ホームペ

ージや広報などで「この指とまれ」のコーナーを

設けたり、あるいはハガキ一枚出して打診したり、

直接人を訪ねたりなどということも考えられるで

しょう。 

　また物理的条件整備として、中山間地にお住ま

いのお年寄や車に乗れない人でも村内を行き来す

ることができる交通手段を、真剣に考えるなど、

ハードとソフトを立体的に組み合わせ、お互いに

声をかけあうことによって学習社会の実体を村内

にみなぎらせていかなければと強く思いました。 
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平
成
18
年
分
の
所
得
税
・
贈
与
税
の
確

定
申
告
と
納
税
、
及
び
住
民
税
の
申
告

が
始
ま
り
ま
す
。 

①
昨
年
中
の
所
得
合
計
額
か
ら
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得

控
除
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
と

し
て
計
算
し
た
税
額
が
、
配
当
控
除
額

と
定
率
減
税
額
と
の
合
計
額
を
超
え
る
方
。 

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が
２

千
万
円
を
超
え
る
方
、
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計

額
が
20
万
円
を
超
え
る
方
な
ど
で
す
。 

　 　
平
成
18
年
分
の
所
得
税
は
１
割
の
定
率

減
税
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
分

の
所
得
を
も
と
に
課
税
さ
れ
る
平
成
19
年

度
の
住
民
税
の
定
率
に
よ
る
税
額
控
除
は

な
く
な
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
税
務
署
に
お
け
る
平
成
18
年
分

の
贈
与
税
の
相
談
及
び
申
告
の
受
付
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
２
月
１
日
（
木
）
か
ら

３
月
15
日
（
木
）
ま
で
、
個
人
事
業
者
の

方
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
と

納
付
の
期
限
は
、
４
月
２
日
（
月
）
ま
で

で
す
。 

　
申
告
期
限
は
３
月
15
日
（
木
）
で
す
が
、

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
の
窓
口

は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

　
確
定
申
告
書
は
、「
所
得
税
の
確
定
申

告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、
昨
年
一
年
間

の
所
得
額
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
掲

載
し
、
早
め
に
申
告
と
納
税
を
行
い
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
確
定
申
告
の
提
出
は
郵
送

な
ど
で
も
結
構
で
す
。 

　
ま
た
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
又
は

山
林
所
得
の
あ
る
白
色
申
告
者
の
方
は
、

確
定
申
告
書
に
「
収
支
内
訳
書
」
を
添
付

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
所
得
税
の
申
告
が
済
ま
れ
た
方
、
及
び

収
入
が
給
与
の
み
で
前
年
末
に
年
末
調

整
が
お
済
み
の
方
は
、
住
民
税
の
申
告

は
不
要
で
す
。 

●
住
民
税
は
所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
本
村
で
は
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
地

区
ご
と
に
日
割
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
（
Ｐ
13
参
照
）。
指
定
日
以
外
に
受
付

を
さ
れ
る
場
合
、
順
番
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

　
ま
た
、
都
合
に
よ
り
指
定
日
に
申
告
で

き
な
い
方
及
び
指
定
日
に
こ
ら
れ
な
い
方
は
、

３
月
15
日（
木
）ま
で
に
必
ず
申
告
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

※
申
告
に
は
所
得
の
内
容
が
わ
か
る
方

が
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

　
確
定
申
告
が
必
要
な
方
で
期
限
ま
で
に

申
告
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
申
告
期
限
を
過

ぎ
て
か
ら
申
告
し
た
り
す
る
と
、
加
算
税

や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
申
告
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、

平
成
18
年
分
の
所
得
関
係
の
税
務
証
明
が

で
き
な
い
上
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

２
月
16
日（
金
）〜
４
月
２
日（
月
） 

消
費
税
申
告
相
談
期
間 

２
月
16
日（
金
）〜
３
月
15
日（
木
） 
確
定
申
告
相
談
期
間 

■
所
得
税
の
確
定
申
告
を 

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方 

■
所
得
税
の
確
定
申
告
は
自
分
で 

　
書
い
て
お
早
め
に 

確定申告が 
　　　はじまります！ 
確定申告が 
　　　はじまります！ 
確定申告が 
　　　はじまります！ 
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確定申告が 
　　　はじまります！ 

確定申告地区日程表 平成19年 

確定申告が 
　　　はじまります！ 

このページは広報誌から抜き取り、 
ご家庭で掲示・活用ください。 

確定申告に準備するもの 
◆印鑑(認印で可) 
 
◆給与所得者の方 
　・源泉徴収票 
（日稼ぎの方及び中途退職者の方は、事業所より
源泉徴収票をもらってきてください。） 
 
◆年金受給者の方 
　・公的年金等の源泉徴収票 
 
◆事業所得者の方 
　・収支計算書 
　・収入及び経費の伝票 
　・通帳出荷証明書　など 
（収入・支出の明細がハッキリしたもの。免税肉
用牛については売却証明書の添付が必要） 
 
◆生命保険などで満期受取金があった方 
　・受領金額、支払金額がわかる資料 
 
◆昨年農業機具などを購入された方 
　・契約書などの疎明資料 
　（購入金額、下取り金額が判明するもの）  
 
◆国民年金の控除を受けられる方 
・平成17年分の申告から領収書等の添付または
提示が必要となりました。 
・社会保険料（国民年金保険料）控除証明書（昨
年11月下旬頃郵送済）や昨年中に払い込まれ
た領収書をご持参ください。 

 
◆生命保険・個人年金及び建物共済など火災保険の
控除証明書 
　（農協・郵便局・民間生命保険会社など） 
 
◆医療費控除を受けられる方 
・医療費の領収書 
・高額医療、受取共済金または保険金などの書類
を整理してお持ちください。 

 
◆初めて住宅借入金などの特別控除を受けられる方 
　・源泉徴収票 
　・売買契約書又は工事請負契約書 
　・土地家屋登記簿謄本 
　・借入金の年末残高等証明書 
　・住民票 
　・還付申請者名義の預貯金通帳 
 
◆農業者年金掛金証明書(農協)

期　日 

2月16日 
(金)

2月19日 
(月)

2月20日 
(火)

2月21日 
(水)

2月22日 
(木)

2月23日 
(金)

2月26日 
(月)

2月27日 
(火)

2月28日 
(水)

3月1日 
(木)

3月2日 
(金)

3月5日 
(月)

3月6日 
(火)

3月7日 
(水)

3月8日 
(木)

3月9日 
(金)

3月12日 
(月)

3月13日 
(火)

3月14日 
(水)

3月15日 
(木)

前　鶴 
瓜生迫 

田　中 門　出 

星　田 
滝 

万　徳 万　徳 

畑 
化粧塚 

猿　帰 
灰　床 

日　向 
緑ケ丘南 
高　遊 

（東・中・西） 

馬　場 
小　園 

秋　田 

下布田 上布田 

北　向 
新屋敷 

出の口 
(上･小牧組)

宮　山 
(東･宮の山組)

下小森 
(高瀬･小東･西の前)

桑　鶴 
大切畑 

美晴台 
風　当 

新　所 
香梅南 

名ケ迫 
八景台 

小　野 
河原団地 

多々良 

玉の迫　星ヶ丘 
緑ケ丘　西原台 

古　閑 
上鳥子 

葛　目 
土　林 

下古閑 
医王寺 

出の口 
(中組)

宮　山 
(中･西組)

下小森 
(宮の上･中村･上馬場)

袴　野 

地区指定なし 

地区指定なし 

地区指定なし 

地区指定なし 

午　前 午　後 

【問合せ先】 

　役場税務課　　096-279-3111（内線111～114) 

　阿蘇税務署　　0967-22-0551 

　税務相談室　　0967-22-0559

【会　　場】　西原村役場2階 大会議室 
【受付時間】 
　　８：30～11：00　　13：00～16：00
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　西原村では、障害をお持ちの方や

そのご家族の方を対象として、「相談

支援事業」を行っています。 

　福祉サービスの利用や就労、権利

擁護に関することなど、生活に関す

るご相談をお受けしています。 

　費用は無料で、訪問や来所による

相談もできます。 

　お気軽にご相談ください。 

《相談窓口》 
　知的障害に関する相談　「高森寮」 
　　　住所　阿蘇郡高森町色見822 
　　　電話　0967‐62‐1780 
　精神障害に関する相談　「時計台」 
　　　住所　阿蘇市一の宮町宮地141 
　　　電話　0967‐22‐5505 
　身体障害に関する相談　役場住民課　健康福祉係 
　　　電話　279‐4397 

【事業に関する問合せ先】　　　　　　　 
役場住民課 健康福祉係　　279‐4397

　昨年９月から、毎週木曜日に国保ヘルスア

ップ事業の健康教室が開催されています。 

　それに引き続き、11月から、毎週水曜日午

後７時～９時までの２時間、構造改善センタ

ーで、社会保険の方を対象とした血液さらさ

ら教室が始まっています。さて、どんな教室

なのでしょうか？ 

　この血液さらさら教室では、H18年度の住民健診の結果を参考に生活改

善の必要な方に声をかけ、１～２週間に１回、管理栄養士、健康運動指導

士の指導を受けています。 

　また、参加者が事前に記入して提出した食事調査票から、管理栄養士が

それぞれの食事の偏りを見つけ、個別に指導をしたり、運動面では初回に

体力測定をしたりして、自分の体力年齢を知った上で日常生活の運動強度

とあわせて、健康運動指導士が個別に指導します。 

～ 血液さらさら教室開催中（社保） ～ 

「相談支援事業」のお知らせ 

●栄養管理・運動面の指導 

　集団運動指導では、エアロビクスを中心に、息切れしながらも楽

しく運動をし、最後にストレッチで筋肉を伸ばして柔軟な体づくり

を行っています。 

　参加者も仲間意識が芽生え、声をかけ合いながら、仲良く楽しく

参加しています。全く運動に縁がなかった参加者からも「体が軽く

なりました。水曜日が楽しみです。」などの声が聞かれています。 

　皆さんが教室に参加しながら、毎回元気に、かつスマートになっ

ていかれるのが楽しみです。そして、今度の３月には血液検査をし

て血液さらさらの改善も確認します。 

　この教室は毎年開催しますので、健診結果で気になる方、また声

がかかった方は是非ご参加下さい。一緒に健康づくりをしましょう！ 

●血液さらさらを目指して 

こんにちは住民課です 
　　279‐4397

健康づくりを頑張っています！ 健康づくりを頑張っています！ 健康づくりを頑張っています！ 

ストレッチで筋肉
を伸ばして柔軟な
体づくり 

食事調査票を
もとに管理栄
養士さんから
のアドバイス 

▲
 

▲
 

▲
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子育て支援室 

　２月３日は節分です。節分は春を迎える行事です。 
　今年、皆さんは豆まきでどんな鬼を追い払いますか？子どもたちの泣き虫鬼、おこりんぼ鬼、
甘えんぼ鬼を追い払い、元気一杯の子どもたちの笑顔で暖かい春を迎えましょう。 

○育児教室・子育て支援室のクリスマス会 

にしはら保育園子育て支援室 

　12月22日、朝10時から構造改善センターでクリ

スマス会を開催しました。 

　今回は、ボランティアで活動されている大津町の

笛アンサンブル、「トキロロ」さんをお招きして、

ふれあいコンサートを開きました。すばらしい音色

に子どもたちもお母さんたちも耳をすませて聴き入

っていました。そして、楽しい曲が流れると、子ど

もたちは走り回って楽しそうに身体を動かしていま

した。 

　また、サンタさんが登場し、プレゼントを一人ず

つ手渡されると、子どもたちは「ありがとう」とお

礼を言いながらとてもうれしそうな様子でした。 

　親子で一緒に楽しいひとときが過ごせました。 

備えあれば… 

No.16【避難の心得①】 

【問合せ先】 総務課 防災係　　279-3111

自分自身の防災力を高めましょう。 

いざというとき、慌てずに行動できるように覚えましょう。 

ご注意下さい！ 
消火器の訪問点検 

 

　消火器の不適正な点検、販売を行なう業者が横行して
います。 
　悪質な業者は言葉たくみに点検業者を装って信頼させ
る手口で法外な金額を請求します。 
　被害に遭わないように次の点にご注意下さい。 
 
◆はっきりと点検を拒否する！ 
点検の承諾を曖昧にすると、素早く消
火器を集めだします。 

◆身分証明書等の提示を求める！ 
　出入りの点検業者を巧妙に装います。 
◆誓約書にハンコを押さない！ 
内容を説明せず、一見合法的な書面に
サインや押印を求めてきます。 

◆点検についてはすぐ上司に相談する！ 
支店や出張所などの出先が多い事業所・
スーパー・大きな工場等消火器がたく
さんある建物をねらってきます。 

※責任者がいない時も狙われています。普段から従業員
にこのことを周知しておきましょう。 

 
【問合せ先】高遊原南消防本部　　 

　096‐286‐2119

災害が発生したとき、状況に応じ速やかな避難を！ 

１　避難の前に安全確認 
ブレーカーを切り、ガスの元栓をしめて、復旧後の
二次災害を防止。 

２　屋外への避難は落ち着いて 
瓦やガラスなどの落下物に注意。 

３　ヘルメット等で頭の保護を 
ヘルメット等がなければ座布団に紐をつけ、頭の保
護を！ 

４　荷物は最小限に 
非常持出品は背負い両手が使えるように。靴は履き
なれた厚底の物を。 

５　外出中の家族には伝言 
家族がどこに避難したか、わかるように伝言メモを
目立つところに、張っておく。 
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村内一周ウォーキング 

　
12
月
１
日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に
お

月
１
日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に
お

邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！

む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

　
12
月
１
日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に
お

邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

 秀樹さん･友美さん（布田） 

お姉ちゃんとワンワンが大好き！
いつもニコニコです。 

幸記さん・理香さん（馬場） 

ひぃばあちゃん、ひぃじいちゃ
んこれからもいっぱい遊んでね。 

繁冨　利久 くん 
しげ とみ かず ひさ 

ふじもと そう た 

藤本　崇汰 くん 

きたぐち ゆう や 

北口　侑弥 くん 

お姉ちゃんこれからも仲良く
遊ぼうね。 

忠久さん・桐子さん（高遊中） 

元気いっぱい優しい子になっ
てね。 

将孝さん・穂波さん（緑ヶ丘） 

古川　智明 

　今アメリカのニューヨークに留学している古川です。
皆さんは新年をどのようにお過ごしでしょうか。  
　僕は今年成人を迎えたので、西原村に帰省し、成人
式に出席して大人の仲間入りを果たしました。中学校
以来、会っていない友だちにもたくさん会えたので本
当に良かったです。 
　僕は、できて当たり前のことはできるように、そして、
人ができないようなことも 進んでチャレンジしてでき
るようになれるといった大人になれたらいいなと思っ
ています。今年成人した方々も、自分が目指す良い大
人になってください。 

　村内一周ウォーキングが次のとおり開催されます。健康づくりのため
にあなたも挑戦してみませんか？ 
　期　日：２月18日（日）雨天中止 
　集　合：午前７時50分　開会式：午前８時10分 
　スタート・ゴール：構造改善センター 
　コース：村内一周（約22ｋｍ） 
※タオル、飲み物などの必要なものは各自ご準備ください。 

【問合せ先】西原村教育委員会　　279‐4４24

ALT（英語指導助手） 
エミリー・マリー・ 
アイクマン 
出身：アメリカ 

　ハッピー　ウィンター　西原！ 
　アメリカへの一時帰国から、帰ってきました。
実家は本当にいいですね。アメリカにいる間、
３つのクリスマスパーティに出席しました。
大晦日には家族と一緒に過ごし、伝統的なロ
ブスターのごちそうを食べました。 
　また、友達のマギーの結婚式にも出席しま
した。とてもきれいでした！ 
　西原村に戻ってきて幸せです。この冬、風
邪を引かないように暖かくしてくださいね。
私も気をつけます。　エミリー 

岡野　禎輝 くん 
おか　の とも き 



ハンセン病元患者等の人権 ハンセン病元患者等の人権 ハンセン病元患者等の人権 

～ 歴 史 ④ ～ 
　私たちにできることは、ハンセン病を正しく理解し、偏見や差別
をなくしていくことです。このことが最も重要です。 

　1996（平成８）年、「らい予防法」は廃止され

ましたが、それまでの間、ハンセン病の患者・元

患者の方々は、人権を侵害され、社会と隔離され、

療養所で暮らすことを余儀なくされてきました。 

　現在でも全国の療養所では、約3,300人の方が

生活しています。病気に対する偏見や差別に加え、

高齢で身寄りがないことや、後遺症などにより社

会復帰や地域との交流をためらっている方がいら

っしゃいます。 

「たとえ一時的にしろ地域社会で暮らしたい。」 

「両親の墓参りは気兼ねなくしたい。」 

「自分が死んだら、ふるさとの墓に埋葬してもら

　いたい。」 

　こんな、ささやかな願いさえ、かなわないまま

の方々がいらっしゃいます。私たちは、この事実

をきちんと受け止め、自分たちに何ができるのか。

今こそ、考えることが大切ではないでしょうか。 

 

　現在、全国には、15のハンセン病療養所があ

りますが、熊本県には、合志市の国立療養所菊池

恵楓園と熊本市の待労院診療所の２つの療養所が

あり、約530人の方々が暮らしています。 

　入所されている方々は、平均年齢が75歳を超え、

視覚障害や、肢体不自由などの後遺症をお持ちの

方も多くいらっしゃいます。 

　私たちにできることは、ハンセン病を正しく理

解し、偏見や差別をなくしていくことです。この

ことが最も重要です。菊池恵楓園でも、より多く

の人々にハンセン病に関する理解を深めてもらお

うと、普及啓発活動をはじめ、夏祭り及び文化祭

などさまざまな催しを行って、地域との交流を深

めています。 

　一度、尋ねてみてはいかがでしょうか。 

人権啓発資料 
「スマイルハーモニー」より 

法
廷
通
訳 

ご
存
じ
で
す
か 

コッコロ 

熊本県人権センター　 

　　　096-384-5822 
熊本地方法務局人権擁護課 

　　　096-364-2192

いのちの教育 
教育委員会 279-4424
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刑
事
裁
判
で
は
、
被
告
人
が
日
本
語
を
理
解
で
き

な
い
場
合
、
法
廷
で
の
や
り
取
り
を
通
訳
す
る
人
（
通

訳
人
）
を
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
通
訳
人

は
、
通
訳
を
必
要
と
す
る
事
件
ご
と
に
、
通
訳
人
候

補
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
被
告
人
の
権
利
を
保
障
し
、

適
正
な
裁
判
を
実
現
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。 

　
近
年
、
外
国
人
が
被
告
人
と
な
る
刑
事
事
件
が
増

え
て
お
り
、
通
訳
を
必
要
と
す
る
言
語
も
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
言
語
に
よ
っ
て
は
、
通
訳

人
候
補
者
の
数
が
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
裁
判
所
で
は
広
く
通
訳
人
候
補
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

　
通
訳
人
候
補
者
と
な
る
た
め
に
特
別
な
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
面
接
な
ど
を
経
た
上
で
、
通
訳
人

候
補
者
と
し
て
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
裁
判
所
で
は
、
最
初
は
そ
れ
ほ
ど
複
雑
で
な
い

事
件
の
通
訳
か
ら
依
頼
す
る
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い

ま
す
し
、
必
要
な
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
刑

事
裁
判
の
知
識
に
自
信
の
な
い
方
で
も
ご
心
配
は
い

り
ま
せ
ん
。 

　
語
学
に
堪
能
で
法
廷
通
訳
を
や
っ
て
み
た
い
と
い

う
意
欲
の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
地
方
裁
判
所
の
刑

事
訟
廷
事
務
室
庶
務
係
、
又
は
最
高
裁
判
所
事
務
総

局
刑
事
局
第
二
課
（
　
０
３
‐
３
２
６
４
‐
８
１
１

１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内 

交
通
事
故
保
険
請
求
の
無
料
相
談 

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口 

〜
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
〜 

平
成
19
年
度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス 

モ
ニ
タ
ー
募
集
の
お
知
ら
せ 

熊
本
県
医
療
安
全
相
談
窓
口 

開
設
中
！ 

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）、
家
庭
の
不
和
、
離
婚
、
生
活
の

立
て
直
し
、
女
性
の
た
め
の
こ
こ
ろ
と

妊
娠
に
関
す
る
相
談
な
ど
…
。
外
国
人

の
方
も
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
先
】 

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
９
６
‐
３
８
１
‐
４
４
５
４ 

（
Ｄ
Ｖ
専
用
電
話
） 

０
９
６
‐
３
８
１
‐
７
１
１
０ 

熊
本
県
阿
蘇
福
祉
事
務
所 

０
９
６
７
‐
２
２
‐
４
１
１
０ 

　
こ
の
制
度
は
、
個
人
事
業
主
ま
た
は

会
社
等
の
役
員
の
方
が
事
業
を
や
め
ら

れ
た
り
退
職
さ
れ
た
場
合
に
、
生
活
の

安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
の
資

金
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
国
が

つ
く
っ
た
共
済
制
度
で
す
。 

①
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
。
受
け
取
る

共
済
金
も
退
職
所
得
扱
い
又
は
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。 

②
急
に
事
業
資
金
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
は
、
納
付
済
掛
金
の
８
〜
９
割
の
範

囲
内
で
事
業
資
金
の
借
入
れ
が
可
能
。 

　
加
入
で
き
る
方
は
、
常
時
使
用
す
る

従
業
員
数
が
20
人
以
下
の
製
造
業
、
建

設
業
等
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人

以
下
）
の
個
人
事
業
主
及
び
会
社
等
の

役
員
。 

　
詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
と
加

入
申
込
み
は
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、

青
色
申
告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店
の

窓
口
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構 

０
３
‐
５
４
７
０
‐
１
５
４
０ 

　
近
年
交
通
事
故
の
態
様
が
複
雑
化
し

て
お
り
、
そ
の
解
決
に
困
っ
て
い
る
方

の
た
め
に
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
並
び
に
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に

つ
い
て
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

相
談
日
　 

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
） 

　
９
時
〜
正
午
　
13
時
〜
17
時 

弁
護
士
相
談
日
（
予
約
制
・
要
面
談
） 

　
第
２
・
４
水
曜
日
　
13
時
〜
16
時 

【
問
合
せ
先
】 

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
熊
本
自
動

車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
９
６
‐
３
２
４
‐
８
７
４
０ 

　
総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

を
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
利
用
さ
れ
る
皆
様
の
視
点
に
立

っ
た
電
気
通
信
行
政
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者
の
ご
意
見

や
ご
要
望
を
幅
広
く
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
、
今
後
の
電
気
通
信
行
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
平
成
19
年
度
電
気
通
信
サ

ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。 

応
募
資
格
　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ

る
満
20
歳
以
上
の
方
で
、
次
の
活
動
を

行
う
こ
と
が
可
能
な
方
。
た
だ
し
、
総

務
省
お
よ
び
電
気
通
信
事
業
者
に
勤
務

経
験
の
あ
る
方
並
び
に
そ
の
ご
家
族
を

除
き
ま
す
。 

活
動
内
容
　 

１
、
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
回
答 

２
、
各
地
域
で
総
務
省
が
開
催
す
る
モ

ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席 

委
嘱
期
間
　
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平

成
20
年
３
月
31
日 

募
集
期
間
　
２
月
19
日
（
月
）
ま
で 

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

に
よ
る
応
募 

詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
情
報
通
信
部

電
気
通
信
事
業
課 

　
０
９
６
‐
３
２
６
‐
７
８
６
２ 

　
県
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
医
療
の
実
現
、
ま
た
、
医
療
機
関

に
お
け
る
患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
医
療

の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
、
医
療
に
関

す
る
患
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
な
ど
を

受
け
付
け
る
「
医
療
安
全
相
談
窓
口
」

を
次
の
と
お
り
設
置
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ご
相
談
に
は
看
護
師
お
よ
び
担
当
の

職
員
が
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療

機
関
へ
の
事
実
確
認
や
情
報
提
供
な
ど

を
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
医
療
に
関
す
る
相
談
に
つ
き

ま
し
て
は
、
阿
蘇
保
健
所
に
お
い
て
も

従
来
ど
お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

設
置
場
所
　
熊
本
県
健
康
福
祉
部
医
療

政
策
総
室
内
（
県
庁
新
館
４
階
） 

受
付
日
　
月
〜
金
曜
日
（
休
日
お
よ
び

年
末
年
始
を
除
く
） 

受
付
時
間
　
９
時
〜
17
時 

【
相
談
先
】 

熊
本
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
総
室
内 

　
０
９
６
‐
３
８
３
‐
７
０
２
０ 
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仲間 

「時には子ども 
　　時には大人の仲間関係」 

役場各課・係 
直通ダイヤル 
役場各課・係 
直通ダイヤル 

〈総務課〉 
総務・財政係（代表） 
企画振興・情報政策係 

〈教育委員会〉 

〈議会事務局〉 

〈収入役室〉 

〈税務課〉 
税務係 
国民保険係 

〈産業課〉 
経済係（農業委員会） 
土木建築係 
地籍調査係 
水道係 

〈住民課〉 
住民・環境衛生係 
健康福祉係 

〈にしはら保育園〉 

 
279-3111 
279-3112 

279-4424 

279-4364 

279-4394 

 
279-4395 
279-4389 

 
279-4396 
279-3114 
279-4417 
279-4398 

 
279-3113 
279-4397 

279-2054

※土日、祝祭日は 

　　　　　　　へお願いします。 279-3111

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
平
成
19
年
度 

入
学
生
・
受
講
者
募
集
中
！ 

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校《
放 

送
教
育
コ
ー
ス
》春
季
入
学
生
募
集 

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ（
就 

職
サ
ポ
ー
ト
相
談
）を
始
め
ま
し
た 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制
高

等
学
校
、
福
祉
通
信
教
育
、
お
よ
び
生

涯
学
習
通
信
講
座
の
学
生
・
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の

案
内
書
・
願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。 

募
集
内
容 

・
高
等
学
校
普
通
科 

・
高
等
学
校
選
科 

・
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス 

・
生
涯
学
習
通
信
講
座 

募
集
期
間 

高
等
学
校
普
通
科
・
選
科 

　
　
募
集
中
〜
４
月
20
日
ま
で 

専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス 

　
　
募
集
中
〜
３
月
１
日
ま
で 

生
涯
学
習
通
信
講
座 

　
　
募
集
中
〜
通
年
申
込
受
付 

【
問
合
せ
先
】 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

　
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１ 

　
中
学
校
卒
業
以
上
で
、
学
習
意
欲
の

あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
年
齢
を
問
わ
ず
３

年
間
で
高
校
卒
業
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

以
前
在
籍
し
た
高
校
で
修
得
し
た
単
位

は
認
め
ら
れ
、
２
・
３
年
へ
の
転
入
・

編
入
も
で
き
ま
す
。 

①
衛
星
ラ
ジ
オ
の
放
送
講
座
を
聴
き
な

が
ら
自
宅
で
学
習 

②
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
添
削
指
導
を
受

け
る 

③
月
平
均
２
回
登
校
し
授
業
を
受
け
る 

④
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け
る 

願
書
受
付
期
間 

　
２
月
19
日
（
月
）〜
３
月
29
日
（
木
） 

【
願
書
請
求
・
問
合
せ
先
】 

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校
熊
本
校 

　
０
９
６
‐
３
８
３
‐
７
３
３
０ 

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
し
ご

と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ

ん
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
キ
ャ
リ

ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
職
歴
や
興
味
・
関
心
な
ど

を
整
理
し
、
自
分
に
あ
っ
た
職
業
選
択

や
、
自
己
Ｐ
Ｒ
方
法
の
習
得
、
効
率
的

な
就
職
活
動
の
進
め
方
を
考
え
る
お
手

伝
い
を
す
る
も
の
で
す
。
専
門
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
時
間
を
か
け
て
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。 

　
出
産
・
育
児
で
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て

就
職
に
自
信
が
な
い
方
、
就
職
活
動
が

う
ま
く
い
か
な
い
方
、
転
職
に
つ
い
て

悩
ん
で
い
る
方
な
ど
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

場
所
と
日
程 

　
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
テ

ト
リ
ア
熊
本
ビ
ル
９
階
） 

　
毎
月
７
回
程
度
（
土
日
を
含
む
。
実

施
す
る
時
間
帯
は
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
予
約
時
に
ご
確
認
下
さ
い
。） 

相
談
内
容 

①
自
分
が
ど
ん
な
職
業
に
向
い
て
い
る

か
考
え
た
い
②
自
分
を
売
り
込
む
面
接

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
た
い
③
履
歴
書
等

の
書
き
方
が
知
り
た
い
④
就
職
活
動
が

う
ま
く
い
か
な
い
原
因
を
考
え
た
い
…

な
ど 

利
用
方
法
　 

　
原
則
と
し
て
予
約
制
。
ま
ず
は
お
電

話
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

く
ま
も
と
県
民
交
流
館 

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
０
９
６
‐
３
５
５
‐
２
２
２
４ 



20

西原村社会福祉協議会 

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

279-4141 
279-4140相談専用 
279-4388FAX

229号 ふれあいネットワーク ふれあいネットワーク 

香典返し 
一般寄附 

　次の方々より故人のご供養のため社会福祉協議会に多
額の寄附をいただきました。故人のご冥福をお祈りしま
すと共に心からお悔やみ申し上げます。 

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣意
に添うべく、社会福祉のために有効に使用させていた
だきます。ありがとうございました。〔敬称略させていただき、
記載については承諾を得ています。〕 

お 礼 

集落名 
大切畑 
万　徳 
多々良 
秋　田 
秋　田 

故人氏名 
坂本理恵子 
大塚　良孝 
平野カツミ 
橋本　誠一 
堀田　梅子 

遺族氏名 
坂本　貞幸 
大塚美代子 
吉田　良子 
橋本　トメ 
堀田　　隆 

〔熊本市〕 

集落名 
猿　帰 

氏　名 
松本しずめ 

金　　額 
20,000円 

匿　名 20,000円 
布　田 小栗　一利 
秋　田 堀田　　隆 

70,000円 〔快気祝いとして〕 

200,000円 

日　　時　平成19年２月25日（日）　午前８時30分～午後３時までの間で都合の良い時間 
場　　所　西原村地域福祉センターのぎく荘 
活動内容　自分に出来ることで楽しく参加してみませんか？いろいろな活動がありますので、希望される
　　　　　活動について事前に打ち合わせをさせていただきます。 
《活動例》高齢者の方々の介助、送迎、見守り、話し相手、食事の準備など、演芸大会の補助、福祉施設
　　　　　等の製品販売、バザー運営協力、炊き出しや、もちつきの協力、各種模擬店の運営や販売の協
　　　　　力、受付や食券の販売、写真やビデオの撮影、会場の設営や片付け、アトラクション協力など。 
　　　　　◎ボランティアについてのご相談は、お気軽にボランティアセンターへ！ 
　　　　　　その他、まつりの開催に関するアイデアやご意見などお寄せ下さい。 

１．目　的　　　聴覚障害者の主な伝達手段である手話を学ぶことにより、聴覚障害者の理解と日常生活支援に
つながるボランティアの発掘、育成を目的とします。 

２．主　催　　社会福祉法人　西原村社会福祉協議会 
３．期　日　　平成19年２月27（火）、３月６日（火）、13日（火）、20日（火）、27日（火） 
　　　　　　　　　午後７時から９時まで（毎週火曜日の、５回コース） 
４．場　所　　西原村地域福祉センターのぎく荘　会議室 
５．受講者　　村内の方で手話を学びたい方なら誰でも受講できます。 
　　　　　　　出来る限り毎週受講できる方とします。(定員20名程度) 
　　　　　　　※入門講座ですので初めての方でもOK。 
６．受講料　　無　料 
７．講　師　　熊本県ろう者福祉協会 
８．申し込み　締切日　平成19年２月21日(水)まで 
９．申込先　　社会福祉法人　西原村社会福祉協議会 
　　　　　　　〒861-2402　西原村大字小森572番地 
　　　　　　　TEL：279-4141　Fax：279-4388 
　　　　　　　（Eメール　nisihara-nogiku.4141@adagio.ocn.ne.jp） 
　　　　下記の申込必要内容を、電話又はFAX、Eメールでご連絡ください。 
　　　　　　　　　　　◎《住所･氏名･年齢･電話番号》 
10．その他、中学生以下は保護者の承諾が必要です。 
※講座終了後、サークル的な定期交流学習会を計画したいと考えています。 

初めての方も大歓迎！一緒に学びましょう！ 
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　たんぽぽハウスでは、「のぎくまつり」において恒例のリサイクルバザーをさせて頂く事になりまし

た。今年も皆様の家庭で眠っている日用品･雑貨など、出番を待っている品物の出品をお願いいたしま

す。収益金は「たんぽぽハウス」の活動資金、特に障害・難病を持つ子どもの家族会の活動資金（各

種先生による個別指導）等に活用させていただきます。皆様の暖かい善意に感謝いたします。 

障害者自立支援センター「にしはらたんぽぽハウス」より 障害者自立支援センター「にしはらたんぽぽハウス」より 障害者自立支援センター「にしはらたんぽぽハウス」より 

受付商品：日用品　雑貨　引き出物　絵本　手作品　等 

受付締め切り：２月21日（水）までに、のぎく荘にご持参頂くか、連絡いただげれば取りに伺います。 

　　　　　　　TEL：279-3666　もしくは279-4141まで。 

※　尚、今年度から古着、ぬいぐるみ、週刊誌に関しては受付いたしませんのでどうぞご理解頂き

ますようお願いいたします。 

「のぎくまつり」２月25日（日）地域福祉センター「のぎく荘」 

にしはらたんぽぽハウス情報 障害者自立支援センター 

　たんぽぽ恒例餅つき大会を12月23
日に行ないました。利用者の方やボラ
ンティアさん、子ど
も達含めて23名程。
暖かい陽気の中、楽
しく行なうことがで
きました。 

　地域の協力ありがとう
ございます。 
　下小森婦人会では、偶
数の月の農休日に回収を
呼びかけ協力いただいて
います。 

　１月より「たんぽぽハウス」でお世話になること
になりました東田です。地域の皆様と共に、たんぽ
ぽハウスを支えていけたらと思っております。利用
者の方が地域の方とのふれあいの場となるよう暖か
い居場所づくりに頑張っていきますのでご協力ご支
援を賜りますようによろしくお願い致します。 

指導員紹介 
東田　英子（布田） 

ボランティアさんに協力していただきバザーの準備 昨年のバザー風景 



22

“ふれあいまつり”にて、
わたがし・バルーンによ
る協力のお願い 

※寄せられました募金は熊本県共同募金会へ送金した後、平成19年度に地域配分金とし
て、西原村社会福祉協議会に配分されます。 
　（募金（配分金）の使途については、23ページに記載しています。）（敬称略・順不同） 

赤い羽根募金でおなじみの共同募金運動は、 
みなさまに支えられて、今年、60回目を迎えました。 

平成18年度も 
　皆様の善意の心が集まって 

1000円以上　２件・1000円　135件 
500円以上　1,410件・その他　４件 

1,551件 ｝ 

募金総額　3,472,864円 

845,200円 戸別募金 

835,000円 法人募金 

（区長様を通じ各世帯を対象に行う募金） 

（企業及び納入業者を対象とした募金） 

90,411円 大口募金 

22,546円 
学校募金 

（５千円以上の御協力をいただく募金） 

（児童・生徒を対象とした 
  福祉教育を目的とした募金） 

12,378円 
街頭募金 

（イベント等PRの 
　　　　　　ための募金） 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

260,543円 職域募金 
（従業員及び職員を対象とした募金） 47,300円 協力店募金 

（店頭・事務所に募金箱を設置協力依頼する募金） 

○物品購入による募金（図書券、経費除く） 
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一人暮らし誕生日訪問・会食会、一人暮らし・高
齢者夫婦地域懇談会、90歳以上お祝い訪問、金婚
式お祝い、伝承遊び交流会、高齢者生きがい支援、
白菊会支援、福祉球技大会、老人クラブ活動助成 

1,328,644円 西原村老人クラブ連合会 
（単位クラブ会員1060名） （老人会募金への５千円以上の方々） 

30,842円 一般募金 
（大口以外のご協力を頂く募金） 

平成17年度実績　　3,495,248円 集められた募金は熊本県共同募金会へ送金 

平成18年度配分金　3,191,248円（91.3％） 次年度西原村社会福祉協議会へ配分されます。 

配分された募金は“西原村の福祉活動”に大切に使われています 

高齢者福祉活動費 
578,000円 

（
伝
承
会
） 

ボランティア連絡協議会支援、ボラン
ティア入門講座の開催、手話講座、防
災ボランティア講習会、のぎくまつり
開催、ボランティア保険加入助成、ボ
ランティア広報 

住民全般福祉活動費 
1,100,000円 

小中学校のボランティア協力校助成、ボランティ
アスクール、ボランティア体験学習の実施、福祉
講演会の開催、小中学生によるやまびこだより 

児童・青少年福祉活動費 
460,000円 

（
体
験
学
習
） 

（
の
ぎ
く
ま
つ
り
） 

県・郡スポーツ大会・親睦会・球技大会・
地域懇談会・無料貸出用福祉器具の整備、
社会参加活動支援 

障害児・者福祉活動費 
382,000円 

（
た
ん
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
支
援
） 

・施設入所者利用者訪問 
・夏期及び歳末訪問 

一人暮らし、高齢者夫婦 
在宅要介護者世帯等 

・施設入所者故郷見学会の実施 

援護諸費 
671,000円 

（
ふ
る
さ
と
見
学
会
） 
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　チキン南蛮はタルタルソースをかけ
てもおいしく召し上がれ、鶏肉を一口
大にするとタレがからみやすくなります。
また、鶏肉に粉をつけて、卵にくぐら
せて揚げるとふっくらとなります。初
めチキン南蛮は長崎の魚の南蛮漬けを
参考に作られたそうです。南蛮漬けは
酢を使っているので体にもいいですよ。 

｢
小
園
薬
師
堂
の
板
碑｣ 

山西小学校　１月11日献立 

スポットライト スポットライト 

pot
Light
pot
Light
pot
Light

鶏肉 240g／酒 12g／薄口しょうゆ 8g
／片栗粉 12g／小麦粉 12g／油 適量
／にんじん 40g／たまねぎ 60g／ピー
マン 28g 
調味液〔砂糖 8g／みりん 8g／酢 16g／
濃口しょうゆ 16g 〕 

材
料（
大
人
４
人
分
） 

エネルギー 
たんぱく質 
カルシウム 
鉄 
ビタミンＣ 
ビタミンA

栄
養
価（
大
人
１
人
分
） 

①　にんじん、たまねぎ、ピーマンは千切りにする。 

②　鶏肉は一口大に切り、しょうゆと酒で下味をつけておく。 

③　②に片栗粉と小麦粉をつけて揚げる。 

④　調味液を煮立たせて①を入れ、③をからませてできあがり。 

つ
く
り
方 

虹
色
の
く
れ
よ
ん 

読
書
グ
ル
ー
プ 

平
成
18
年
度
熊
本
県
優
良
読
書
団
体
賞
を
受
賞 

　西原村成人式が開催
されました。恩師との
再会はいくつになって
も懐かしさと気恥ずか
しさとともに、思い出
で胸がいっぱいになり
ますね。ご成人おめで
とうございます。 

表
紙
説
明 

　
こ
の
ほ
ど
、
村
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
読
書
グ
ル
ー
プ
「
虹

色
の
く
れ
よ
ん
」
が
、
平
成
18
年
度
熊
本
県
優
良
読
書
団
体
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
る
小
学
校
で
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
す
。 

　
１
月
17
日
に
熊
本
県
立
図
書
館
で
行
わ
れ
た

授
賞
式
で
は
、
代
表
の
森
下
明
子
さ
ん
に
賞
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
読
み
聞
か
せ
は
、
聞
く
力
や
言
葉
か
ら
イ
メ

ー
ジ
す
る
力
を
養
い
、
本
に
対
す
る
興
味
を
育

て
る
効
用
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
11
年
頃
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
同
グ
ル
ー

プ
は
、
現
在
、
女
性
11
名
で
活
動
中
。
月
に
一

度
の
学
習
会
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
へ

の
関
心
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
把
握
し
、
本
の

選
定
の
参
考
に
し
た
り
、
図
書
行
政
へ
の
提
言

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
山
西
小
学

校
で
週
２
回
、
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。 

　
森
下
さ
ん
は
受
賞
に
際
し
て
、「
こ
れ
か
ら

も
読
み
聞
か
せ
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

に
読
書
の
す
ば
ら
し
さ
な
ど
を
伝
え
て
い
き
た

い
。」
と
今
後
の
抱
負
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 


